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毫北支部だよリ
　去る七月18日夜，ii藍北支部では・七月の例會を顛ね・ゆうかり杜の後援で，
錆夏に適はしい試みである“星を湿る雨受”を甕北市公命堂四階屋で開催した．
出席者40絵名が・透徹たる夏星のT・大盛北の夜景を傭疎し乍ら・ものした海
山の句の中から10句だけ御披露する．
指させる北斗の杓の見えて涼し
椰子の艇のきらめく雨後の星涼し
大江の流れは遠し天の川
目の名を悶えて夜々の涼にあり
天ツ干われに近しや夜め秋
夏星に章話の星の國を憶ふ
雨雲の遅々としりぞき星涼し
夏の星石壁低き街衙なる
天の川兄は南支にありといふ
北十字涼しくか5り雨後の空
????????????
（M．　Y．）
　　　　　　　　　　　満洲のはしつこから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝洲志龍須盆
　早や満洲に來てから5年になる．渡満と同時・に先輩諸氏努力のあとを引織い
で，大連支部を再建・後・奉天支部を合併・野洲支部を創建して今に至ってみ
るが・果して先華諸氏の期待に添ってみるや否や・我乍ら自信の持てない女第
である．
　満洲には本心會員は少しであるが・支部倉員は100名に上ってみるが，これ
は姓名を登録したものだけであって・果して・全員が全員・星の趣味を持ち，
天文を研究し樂しんでみるかは疑問である・其の他に直訴員が十数名居る．と
れが満洲の天文界の状況である．
　これから録すことは，満洲の一角から，日瀟の天文普及の夢物語である．
　　　　　　　　　　　　　1．禰洲の天女普及
　私が屠る土地は誠に便利な土地である．それは日本の諸兄の活動状況を客観
的に眺め得られ，そして又浦洲（天文普及朕況について未開な）の各地を．恨
で眺め得られ，土地の天候ば，内地諸兄に見せたい位良好である，誠に恵まれ
た土地である・そのかはり・不便な勲もある・内地渚兄の如く天文を樂しむ雰
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二面の中に居らないので，自然やれ自分の仕事が忙しいから，やれ今月は一
寸つかれたからと云って，サボることが多い．一人ぼつちの趣味も誠につらい
ものである．私の天文普及をやり出したのは，こんな關係からである．脚ち内
地同様の天文愛好者の一種の雰園氣を造りたい慾望から起つたのである．大連
支部再建第一嘉例會は昭和11年11月に開催され，10名飴の人々が集ったが，そ
の雰園氣には我乍ら驚いた．それは無理も無いのであるが，中に天文の天も知
らぬ人達がみた（勿論例外もあったが）1それには私も弱った．これではいか
ぬ，よし徹底的に天文普及をやってやれ，内地の支部例會のやうになるのに
は，あと10年は掛るが，それ迄は，あたかも支那に來てるるあの宣教師のやう
な氣持で，10年間がんばらうと思って，すっかり方針を攣へて仕舞つた．自分
の研究もさること乍ら，普及を第一に考へねばならぬ．それからは，新聞雑誌
三選等に普及に乗り出した．それ以外に小忌校を中心に，中學校や個人の家庭
等に迄入り込んで，やってみる．
　而し，～契れだけで足りたであらうか，満洲國は五族協和の國だ，その指導的
な立場にある吾人日本人として，果してこれで好いであらうか．我々は他の民
族を指導せねばならない，尊い使命がある．他民族の大多撒を占める浦人諸君
の生活の中心をなすものは寳に天文である．現に康徳暦（日本の本暦に：當る）を
見ても分るのであるが，満人諸君への指導原理は實に天文に存するのである．
ごうなって古ると，天文アマチュアと云へども，じっとは．しておられぬ．満人へ
の天文普及こそ，又，天文研究機關の設置こそ，訴訟天文アマチュアの使命であ
るまV・か．
　其虚迄老へついたのは好かったが，さて實際問題として，何虞から手をつけ
て好いのか分らない．残念乍ら根本方策について私はほんとうに分らない．今
後會員諸兄の智恵を借りなければならないと思ってみる．
　　　　　　　　　　　　　2．天女墨の建設
　天文蛋と云っても，勿論，普及天文裏であるが，兎に角満洲に天文毫と名の
付くものは一つとして存在しない．前にも書いた如く，この國には天文研究機
關としての平面天：文面が必要なのではあるまいカ）．その上に，3し　日本の天文
峯が天候不良になやまされてるるのに，満洲の好天候を，この艦放置して好い
のかと老へるとき，誠に嵐気なことである．
　それで満洲に在佳する會員有志間に天文毫建設問題が盛り上って來たのであ
る．今，族順近郊の玉ノ浦に計書しつSあるが，これとて，ちっとやそっとで
出血そうにも無い．云はく，資金問題，費材問題等，難山が前途に横たはって
るる．それ以外に新京，二二にも普及天文甕を建設したい慾望を持ってるる・
謝々の小さい仕事が，やがて満洲國中央天文盛の基礎石になるのである．又，
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これこそ日’本文化の大陸進展の一つの大きなものではあるまいか．吾々アヤ
チュア仲間の東亜協同臆へ，興亜への一つの御奉公として，この間題を御壷へ
願ひたいと思ふ．（26QO－8－20）
編　輯　局　よ　リ
　本號にはE．C．スラィファ博士の火星面の研究の全。睾を載せることが出來た
のは本1褻である．阿れは米國から贈られたLos　Angeles　Examinerといふ薪
聞の特ダネ記事であって，其の要黙は・去る七月10日頃の本會急報や・同盟通
信により，叉，Ssくれて，科下書報の九月號によって我が國の一般祉會に知ら
された柳である．fASぼ，又ドヒ月12日の本物炉支部例會席一しで山本酸が
其の原文を紹介された．こNに載せたものは，原文の全澤で，米西門のジャ1ナ
リズムの香りが多分にある・（急報にも知らせた如く・とのスラ1フ・氏の獲表
した火星爲眞の増刷りを，別に希望者には頒ちますから，希望者は本會事務局
まで申込んで下さい．郵船料とも，實費1圓也です．）
　木二成麿氏の白鳥墜SS型の鱗星論は，前號がらの績きで，爾ほ…．』：個連紋
するが，此の腫の星の観測や研究は，氏の最も得意とされる所で，學術的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ最も工みごたへのあるものである．
　S．L氏の古代日本暦の研究も，木邊氏のに劣らぬ深い研究の獲表で，白兇に
7回を重ねてみるが・今後尚ほ先回績載される下定である・我が國の古代文化
研究の資料として，貴重なものであると共に，讃者の研究心に多くの示陵を與
へるものと言って宜からう．
　大阪商科大等長河田法學博士の文は，他からの轄載で，人々の立場々々によ
る多方面からの言ひ分はあらうが，之れについては主筆の寸許が巻頭に載って
みるから，こNに多くを語らない．
　タテ組附録の“コロンブスの天文學”は，今から四五百年前の，“コペルニク
以前”の駄洲天文學界の一i面を伺ぴ得られる名文である．資料はドイツのチン
ナ博士の研究論交に獲たもので・貴重な…文献である・替れも数ケ月下の神月
の例會で主筆が朗讃紹介されたものである．
　観測部月報帳告へ筆を向けるが，此の頃，最：も健實なのは，只，流星課だけ
で，他は太陽でも，黄道光でも，槻測報告が振はない．回れには，人的關係だ
けでなしに，三二異骨の影響も多分にあるが，それにしても，五六年前の霊祝
に比べて，太陽黒貼観測報告｝こ訣測の多いことは檎みのたねである．部長や謀
長の指導宜しきを得て・何とか現状から立ち上って貰ひたい・太陽黒黒占の活動
は確かに極大期を過ぎたけれど・しかし，黒黙の學的贋値は，　（第323賀へ）
